
TAPP Checklist  

術者・DVD 記号：                    評価者： 

                              （はい 1 点、いいえ：0 点） 

 項目 解説  

トロッカー挿入 

1 視野 安全な視野で挿入されている   

2 位置 適切な位置に挿入されている   

腹膜の切開  

3 切開開始点 内鼠径輪外側の適切な位置で腹膜切開を開始している  

腹膜前腔の剥離 

4 剥離開始 腹膜切開後，正しい層を出してから剥離を開始している  

5 剥離層の維持 適切な剥離の層を維持して剥離を進めている  

6 腹膜の牽引 剥離していく方向に合わせて腹膜を適切な角度で牽引している  

Parietalization（精管と精巣動静脈の腹壁化） 

7 安全な剥離 精巣動静脈、精管を認識し、損傷せずに腹膜から剥離している  

ヘルニア嚢の還納 

8 還納 ヘルニア嚢の還納が確実に行われている。外鼠径ヘルニアで末梢の 

ヘルニア嚢を残す場合、正確にヘルニア嚢のくり抜きが行われている 
 

剥離範囲 

9 内側 恥骨結合，Cooper靭帯，腹直筋背側まで十分剥離している  

10 頭側 腹直筋背側，下腹壁動静脈，腹横筋まで十分に剥離している   

11 外側 上前腸骨棘まで十分に剥離している  

12 背側 精巣動静脈，精管と腹膜を十分に剥離している  

メッシュの展開 

13 サイズ 適切なサイズを選択している  

14 位置 メッシュを正しい位置に配置している  

15 進展 メッシュが十分に進展している  

16 固定 タッカーにより正しい位置で固定されている  

腹膜の縫合 
17 針の動き 縫合のバイトとピッチは適切である  

18 最終形 腹膜が裂けずに、糸の緩みなく、メッシュは露出していない  

手技全般 

19 ｴﾈﾙｷﾞｰﾃﾞﾊﾞｲｽ 余分な熱損傷を加えてない（使用していない場合は「はい」とする）  

20 出血 不用意な出血を来していない  

21 鉗子操作 両手の鉗子の協調させ、目的とする組織を的確に把持できている  

22 組織の扱い 組織を愛護的に操作している  

23 手術の進行 手術全体が円滑に進んでいる  

24 手術時間 手術時間は適切な範囲内である (90分)  

総合点  

コメント： 

 


